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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題を通して、規則性ナノ空間、機能空間化学という新しい概念の元に多くの興味

深い現象が蓄積されており、今後の発展が期待される。また、新規な固体酸触媒反応系の構

築など多くの成果をあげていると評価できる。並行して進んでいる他プロジェクトもあるた

め、本学術創成研究費による成果を区別し、成果発表や今後行われる評価の際は、これに絞

って報告するよう注意が必要である。各研究グループの連携が強化され、規則性やナノ空間

の持つ特性と機能化学との関連が明確になれば、より一層の発展が見込まれる。今後の研究

の展開を期待したい。 

 

 

【平成２３年度 検証結果】 

検証結果 古来、多孔性材料は物質の分離、貯蔵、変換など、私たちの生活において活

用されてきており、大変重要な材料である。そこで現代では、多孔性材料のさ

らなる高機能化、新しい機能の創成が期待されている。本研究の、規則性構造

を持つ多孔性材料の開発は、この目的を達成する上で重要である。 

研究進捗評価結果において指摘された、連携研究者の研究課題は明確になっ

ており、それぞれ発展させている。一方、個別の研究成果を統一的にまとめ上

げており、新しい規則性無機ナノ空間材料による触媒開発に目覚ましいものが

ある。 

平成 20 年度に本研究で見出していた Metal-M41 系の溶液反応（M=Cu）、気

相反応（M=Ni）を発展させ、この基礎的成果を新たな研究フェーズに伸ばすと

ころまで持って行くことができている。すなわち、エタノールの低級オレフィ

ン化、オレフィンの 2 量化、異性化等の反応プロセスの実用化、産業化へ移す

という、シームレスな成果展開が行われた。これは本研究の基礎的成果に裏付

けられるものであり、当初目標どおり研究が進展したと評価される。 
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